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新 春 の ご 挨 拶

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
平
成
29
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
村
長
３
期

目
の
最
初
の
正
月
を
迎
え
た
わ
け
で
す

が
、
通
算
９
回
目
の
正
月
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
９
年
間
豊
か
な
村
づ
く
り
の
着
実
な

前
進
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
村
民
の

皆
様
の
叱
咤
激
励
を
頂
き
な
が
ら
共
に
歩

ん
で
来
ら
れ
た
か
ら
だ
と
、
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
四
浦
村
と
川
村
が
相
性
の
良

く
な
る
村
と
し
て
の
誕
生
60
年
記
念
式
典

の
開
催
、
村
民
待
望
の
第
１
回
さ
が
ら
産

業
文
化
祭
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
し

か
し
隔
年
開
催
の
村
民
体
育
祭
は
、
台
風

の
影
響
で
残
念
な
が
ら
２
回
連
続
の
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
と

し
て
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や
小

中
学
生
の
給
食
費
の
大
幅
な
補
助
拡
大
、

様
々
な
農
業
支
援
策
な
ど
、
安
心
安
全
の

た
め
の
取
組
み
を
し
て
き
た
１
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
生

ま
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
パ
オ
ロ
新
首
相
の

誕
生
、
お
隣
の
韓
国
で
は
朴
大
統
領
の
辞

任
と
、
世
界
の
政
治
情
勢
は
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
首
相
は
変
わ

ら
な
い
な
が
ら
も
、
破
綻
寸
前
と
言
え
る

国
家
財
政
、
発
効
困
難
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
国
に

よ
る
地
方
創
生
の
行
き
詰
ま
り
と
国
力
の

低
下
情
況
に
あ
り
ま
す
。

　
「
国
が
良
く
な
れ
ば
そ
の
う
ち
地
方
も

よ
く
な
る
。
都
会
の
大
企
業
が
良
く
な
れ

ば
そ
の
う
ち
地
方
の
中
小
企
業
も
よ
く
な

る
」
と
い
う
戦
後
の
古
い
考
え
で
地
方
は

良
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？　

順
序
は
ま

る
で
逆
で
す
。「
地
方
の
村
が
良
く
な
れ

ば
国
も
よ
く
な
る
、
中
小
企
業
が
良
く
な

れ
ば
大
企
業
も
よ
く
な
る
」
と
大
き
く
政

策
転
換
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

相
良
村
が
良
い
村
と
し
て
輝
く
た
め
に

は
、
従
来
型
の
事
業
で
あ
る
道
路
・
公
民

館
の
整
備
、
子
育
て
支
援
や
教
育
・
福
祉

の
充
実
、
農
業
振
興
な
ど
を
や
る
の
は
当

然
で
す
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
は
、
新
規
の

ソ
フ
ト
事
業
を
い
か
に
発
想
し
、
実
現
に

向
け
て
動
き
出
す
「
村
の
力
」
が
あ
る
か

に
か
か
っ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
に
足
を
付
け
な
が
ら
も
未
来
に
向

か
っ
て
動
き
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

相
良
村
は
、「
村
自
体
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

に
動
き
出
し
、
世
界
的
に
有
名
な
フ
ラ
ン

ス
の
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
と
の

連
携
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
人
生
は

一
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
29
年
も
一

度
限
り
で
す
。
こ
と
し
は
酉
年
。
村
も
村

民
も
真
面
目
に
楽
し
く
羽
ば
た
け
る
年
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

未
来
へ
羽
ば
た
く
！

相良村長
德 　 田 　 正 　 臣
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
29
年
の

新
春
を
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
教

育
行
政
に
対
し
、
温
か
い
ご
協
力
と
ご
支

援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
教
育
の
あ
り
方
も
随
分

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
か

な
り
高
度
な
教
育
が
強
い
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。こ
の
よ
う
な
中
で
教
育
界
で
は
、

昨
夏
に
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
審

議
の
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
、
そ
の
後
、
こ

の
案
は
中
教
審
の
教
育
課
程
部
会
で
お
お

む
ね
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
目
標
と
内
容
と
量
（
指
導

時
間
）
や
指
導
計
画
作
成
の
た
め
の
配
慮

事
項
な
ど
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
案
で
は
、
新
し
い
時
代
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
子
ど
も
た
ち

に
育
む
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
」「
何
を
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
か
」
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
見

直
し
を
図
り
、
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
子

ど
も
自
身
や
家
庭
・
地
域
な
ど
に
お
い
て

幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
な
「
学
び
の
地

図
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
学
習
者
が
受
動
的
で
あ
る
学
び

の
ス
タ
イ
ル
か
ら
能
動
的
な
学
び
に
転
換

す
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」で
す
。

こ
の
よ
う
な
学
習
形
態
を
模
索
し
な
が
ら

本
村
教
育
に
も
取
り
入
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
目
が
輝
く
授
業
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
と
し
も
ま
た
そ
れ

ぞ
れ
が
身
近
な
目
標
を
も
ち
、
勉
学
に
ス

ポ
ー
ツ
に
懸
命
に
取
り
組
み
、
活
躍
し
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

村
民
の
皆
様
、
昨
年
同
様
子
ど
も
た
ち

に
盛
大
な
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
春
の

ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新 春 の ご 挨 拶
子
ど
も
た
ち
が
輝
く

　
　
　
　

学
び
の
場
を相良村教育長

井 　 上 　 幸 　 典

迎
春



第２回
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第
１
回
か
ら
さ
ら
に

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

　

昨
年
、
野
原
小
学
校

の
閉
校
式
以
来
、
21
年

ぶ
り
の
交
流
の
場
と

な
っ
た
「
カ
ミ
ヨ
ウ

ラ
フ
ェ
ス
タ
」。
そ
の

第
２
回
が
11
月
20
日

（
日
）、
上
四
浦
集
落
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設
予
定
地
と
し
て
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
藤
田
・
野
原
集
落
の
元

住
民
も
参
加
。
岩
本
量
宏
さ
ん（
並
木
野
）と
中
村

隆
德
さ
ん（
永
谷
）が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
廃

校
前
の
野
原
小
学
校
や
上
四
浦
地
区
の
様
子
を
記

録
し
た
映
像
を
上
映
。
運
動
会
や
学
習
発
表
会
の

様
子
に
、
懐
か
し
む
声
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

１
回
で
も
多
く
開
催
を

　

岩
本
さ
ん
は
「
移

転
し
て
34
年
。
集
落

が
消
滅
し
、
上
四
浦

地
区
に
ポ
ッ
カ
リ
穴

が
空
い
た
よ
う
に
感

じ
る
。
年
に
一
度
こ
う

い
っ
た
機
会
が
あ
る
と

う
れ
し
い
」
と
話
し
、

次
回
の
開
催
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

思い出話に華を咲かせる参加者

最後は笑顔で集合写真

卓上には郷土料理がずらり並ぶ

カミヨウラ
フェスタ

年
に
一
度
の
大
交
流

野
原
・
藤
田
地
区
の
元
住
民
、
再
会
に
笑
顔

Pick Up Topics

北小学校３・４年生が玉
たまぐしほうてん

串奉奠
玉串に自分の心を乗せ、神に捧げる意味を持つ

神事の後に開催された天神秋まつり
境内に相良中吹奏楽部の音色が響く

宮
ぐうじのりとそうじょう

司祝詞奏上…自然の恵みをいただき、生きて
　　　　　　　いける感謝を言葉に込める

10/19　四浦阿蘇神社11/15　山本神社

12/11　雨宮神社

11/23　十島菅原神社

11/20　川辺厳島神社

秋
の
例
大
祭

こ
と
し
も
村
内
の
各
神
社
で

例
大
祭
・
献
幣
之
儀
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
り
の
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

来
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。

今
回
は
５
つ
の
神
社
を
紹
介
し
ま
す
。

池
田
勝
吉
さ
ん（
永
江
）が

「
戸
山
流
居
合
道
」
を
奉
納



わだいむらのの

木村氏、地方創生のあり方を熱弁
地方創生人財養成講座

自身の経験と全国の成功例を交え、
ノウハウを伝える木村氏

プロフィール
木村俊昭（きむら・としあき）
昭和59年小樽市入庁。地場
産業の振興や地域ブランド
化を推進。農林水産省企画
官などを経て、現在東京農
業大学教授や内閣官房シティ
マネージャーなどを務める。
年間 120 回以上の講演や現
地アドバイスを行っている。

　「地方の元気が国の元気」。地方創生の現代、活
性化の先頭に立つ人財の育成が不可欠となってい
ます。そのため村では、地方人財養成講座を開
講。講師は、現場重視・超プラス思考で成功を収
め「スーパー公務員」と呼ばれた元北海道小樽市
職員、木村俊昭氏。村職員を始め村内外から約 90
名が参加しました。
　木村氏は「成功している地域は、ゴールまでのシ
ナリオがしっかりしている。これがないと、それぞれ
がばらばらに動いてしまう。そのためには、リーダー
を中心とした情報共有・役割分担などが大切」と話し、
35 年間の実践で培ったスキルを存分に伝えました。

芸術の秋、練習の成果を発揮
小中学校学習発表会・文化祭

主役は津下美里さん（朝の迫）（左）
女の子の複雑な心境を見事に演じた

　11 月は村内小中学校で学習発表会や文化祭が開
催されました。
　最後の文化祭となる中学校３年生は、演劇『見
えない私』を上演しました。勉強などの悩みで「消
えてしまいたい」と思っていた女の子が、本当に
透明人間になってしまうストーリー。家族や友人
との愛情や、自分を見つめなおす深い話の中にも、
ユーモアを織り交ぜて情感たっぷりに演じていま
した。閉幕後は達成感で涙を流す生徒も。忘れら
れない１日となったようです。
　各学校ではステージ発表のほか、習字や絵画な
ど生徒児童の力作も展示され、保護者らは芸術の
秋を満喫していました。

11/14
（月）

11/14・20
（月・日）

4

新観光列車に地元の木材使用
「かわせみ やませみ」木材贈呈式

鉄道プレートを手にする堀川泰注さん（右３）と、
贈呈木材を手にする JR 九州青柳社長（左３）

　JR 九州が肥薩線で来春運行を予定している、観
光列車「かわせみ やませみ」。球磨人吉の森林をイ
メージしたこの列車には、地元の木材がふんだんに
使用されます。その木材贈呈式が人吉の M

モ ゾ カ
OZOKA

ステーションで行われました。
　式では、球磨地域林業振興・木材需要促進対策
協議会の堀川泰注会長（兼相良村森林組合長）がヒ
ノキを贈呈。製材は大字柳瀬の有限会社三和物産
が行いました。
　堀川会長は「球磨人吉のヒノキは香り良く高品
質。この観光列車に乗って球磨人吉に訪れる人に、
地元の山々の素晴らしさを実感してほしい」と嬉
しそうに話していました。

地域づくり有志、和紙文化に触れる
地域づくり団体全国研修交流会

保存会の迫田鶴夫会長（下四浦）に教わりながら、
慎重に和紙を重ねる参加者

　11 月 11 日（金）から 13 日（日）にかけて、第 34
回地域づくり団体全国研修交流会が熊本県内で開
催されました。人吉球磨ブロックでは 12 日（土）、
郡市内４か所に分かれて地域づくりの現状を視
察。相良村では、四浦和紙文化の研修に全国から
７名の有志が参加しました。
　ほとんどの参加者が和紙作りは初めて。宮崎県
から参加した白尾民子さんは「とても繊細な作業
で、職人の技と和紙に込める想いに感銘を受けた。
また、紙を漉

す
くまでに相当な下準備が必要なこと

も知り、保存会の方々に感謝の気持ちでいっぱい」
と感想を述べていました。

11/12
（土）

11/9
（水）



わだいむらのの

園児が日ごろの感謝を届ける
勤労感謝の日

　11 月 23 日（水）の勤労感謝の日にあわせ、村内
３つの保育園から手作りのプレゼントが贈られま
した。役場や学校、病院など、村で頑張る人たち
に日ごろの感謝を届けました。
　なつめ保育園と四浦保育所あざみ園は、松ぼっ
くりをあしらった秋らしいメッセージカードをプ
レゼント。役場では、総務課窓口に飾っています。
あかつき保育園は、手作りのもちもち「いきなり
団子」。職員でおいしくいただきました。
　園児の皆さん、心のこもった贈り物、ありがと
うございました。

こだわりの球磨茶をどうぞ
茶業青年部「ふーどフェスタ」に出展

「おいしいお茶いかがですか？」と声をかける
信國晋太郎さん（上四浦）

　人吉市の青井阿蘇神社参道にて、球磨人吉の秋
の味覚が楽しめる「秋風ふーどフェスタ」が開催さ
れました。当イベントに人吉球磨茶業青年部が出展
し、オリジナル商品「特上球磨茶」を販売しました。
　球磨茶は、球磨郡のお茶を厳選してブレンドし
たこだわりの逸品で、その日限りの限定商品。球
磨茶を試飲した人たちから、「香りが良くておいし
い」などの声がたくさん聞こえてきました。外国
人観光客も多く、日本の素晴らしいお茶を PR し
ていました。
　当イベントは２月にも開催予定で、青年部はそ
こでも球磨茶を販売します。

11/18・22
（金・火）

11/19・20
（土・日）

なつめ保育園あざみ園

暁保育園

お仕事

お疲れ様です!!

5

魂のこもった歌声響く
中学校合唱コンクール

これまでの努力を歌に乗せる生徒ら

　相良中学校にて、クラス対抗で歌声を競う合唱
コンクールが開催されました。中学校生活最後の
コンクールにかける３年生と、下剋上で金賞を狙
う１・２年生。学年関係なしの一発勝負は、３年
２組が見事金賞に輝きました。
　生徒らは９月頃に練習を開始。音楽の授業以外
でも、勉強や部活動の合間を縫って練習を重ねて
きました。本番では、異様な緊張感に負けず堂々
と課題曲・自由曲を歌い上げました。
　いよいよ結果発表では、両手を合わせ祈る生徒
も。金賞がアナウンスされると、３年２組の生徒
らは手を取り合って喜びを爆発させていました。

愛情たっぷりのお米をいただきます
南小５年生餅つき大会

もち米が冷えて固くならないよう、必死に杵をつく児童ら

　ことし５月の種まきから、田植えや稲刈りを経
て、１年を通して米作りを学んできた相良南小学
校５年生。その集大成となる餅つき大会が行われ
ました。
　10 月に児童らが収穫したもち米 40kg を材料に、
重い杵

きね
を力いっぱい振るって餅にしていきまし

た。あんこ餅や、村産のイチゴを使ったイチゴ大
福など、バリエーション豊富な餅がどんどんでき
あがり、児童らは笑顔で頬張っていました。
　また、スクールバスの運転手や登下校の見守り
の人達にも餅を配り、日ごろの感謝を伝えました。

12/9
（金）

12/11
（日）
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学校保健委員会だより

　栄養士として歯の健康を守るために学校給食を通し

て食事面からのサポートをしています。子ども達には

給食の放送などを活用し「噛むことの大切さ」を伝え

ています。よく噛めてこそ身体の健康が保たれます。

よく噛むことは胃腸によいばかりでなく、頭の働きを

よくし、肥満予防、味覚向上などの効果もあります。

さらに唾液にはむし歯を予防する効果もありますので、

よく噛み唾液を増やすことが大切です。むし歯ができ

る要素には①むし歯菌　②食べかす　③歯の質の３つ
があります。甘い物を取りすぎるとむし歯菌が増えま

す。また、だらだら食べると食べかすが常にある状態

となりよくありません。砂糖のたくさん入ったお菓子

やジュースはとてもおいしいのですが、おやつは食べ

る量・時間・場所を決めて食べるようにしましょう。

　今回は、歯を強くする栄養素を紹介します

カルシウム：歯の原料です。牛乳・乳製品・小魚・大豆・
ひじき・ごま・小松菜など。

たんぱく質：歯の土台を作ります。卵・魚・肉・乳製

品など。

マグネシウム：歯を支える歯
し

槽
そう

骨
こつ

の構成成分です。

　大豆・アーモンド・海藻・玄米など。

ビタミンＤ：カルシウムの利用を高めます。
　魚介類・きのこ類・きくらげなど。

ビタミンＡ：エナメル質を作ります。卵・うなぎ・チー
ズ・緑黄色野菜など。

　上記な食品を取り入れながらよくかめる食事を食べ

るように心がけましょう。

　学校給食の献立より、子ども達の好きなカミカミメ

ニューを紹介します。

○ごぼうサラダ（ごぼう・きくらげ・人参・きゅうり

の千切りをマヨネーズであえます。）

○いりこの青のりあえ（いりこをバターで炒め青のり

をかけます。）　

　「歯」は、一生使い続けます。いつまでも自分の「歯」

で食べ続けられるよう、「歯」を丈夫にする食生活を心

がけましょう。

学校保健委員会だより

学校保健だより

相良南小学校からのおしらせ

「歯にいい
食事のとりかた」

相良南小学校　栄養教諭

山口　みゆき

子ども達の見守りに貢献しませんか？
連携協議会ボランティアスタッフ大募集！

　相良南小学校は「相良南小支援地域連携協議会（仮称）」を
立ち上げます！

こんな人募集！！
　◎ 地域の子ども達のために一肌脱ぎたい。
　◎ 孫や子どもの行事をお手伝いしたい。
　◎ 学校や子ども達のことに興味がある。　　など

【問合せ・参加申込み先】
相良南小学校　教頭　草野　☎３５－０００９　FAX ３５－００６９

学校の課題 など

教育活動状況

学校運営方針保護者と地域の方々が参加する協議会を設置
し、南小の教育課題などを共有し、その解決
や改善に向けて、ともに話し合い、協力し、
一体となって組織的に教育に当たる仕組み

校 長

共　有

南小支援地域連携協議会（仮称） 説明

意見
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平成２８年分の所得に係る納税相談日程表

税務課からのおしらせ

　　　　　　平成２８年度より、個人番号法（マイナンバー法）の施行に伴う個人情報保護の観点から
　　　　　納税相談会場は全日程をふれあいセンターで行うこととなりました。 

月 日 曜
受 付 時 間 及 び 割 当 地 区

相 談 会 場
午前９：００～１１：００ 午後 １：００～４：００

２月

16 木 上　四　浦　・　中　四　浦

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

17 金 初　　　神

20 月 下　四　浦

21 火 上　川　上

22 水 上　川　下

23 木 松馬場　１班・２班 松馬場　３班・４班

24 金 上　　　園

27 月 永　　　江

28 火 朝　迫　・　実

３月

1 水 中　央　１班　・　２班　・　３班

2 木 中　央　４班　・　５班　・　６班

3 金 松　葉　１班　・　２班　・　３班

6 月 松　葉　４班　・　５班　・　６班

7 火 平　　原　・　永　　谷

8 水 新　村　１班　・　２班

9 木 新　村　３班　・　４班

10 金 十　　　島

13 月 井　　　沢

14 火 新　並　木

15 水 吉野尾（ニュータウン含む）

できるだけお住まいの地区の割当時間にお越しください。
※時間厳守でお願いします。
　午前中は混雑します。午後が比較的にスムーズに納税相談が行えます。

【問合せ先】相良村役場　税務課課税係　☎０９６６－３５－１０３１（直通）
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平成２８年分所得にかかる納税相談のご案内

税務課からのおしらせ

　申告は、平成２９年度の住民税や国民健康保険税、介護保険料を決定し、また、学校、保育園、医療、福祉、
公営住宅入居などの行政サービスの手続きに必要な所得証明書等の基礎となる重要な税務手続きの一つです。

ことしの納税相談期間は、２月１６日（木）から３月１５日（水）までです。

◆今年度の申告から必要になるもの
①マイナンバー確認書類及び本人確認書類

　下記の書類のいずれかが必要ですので必ず持参してください。
・マイナンバーカード
・通知カード、または個人番号の記載された住民票の写しおよび顔写真付きの証明書
　（運転免許証、パスポートなど）
・通知カード、または個人番号の記載された住民票の写しおよび２つ以上の顔写真なしの証明書
　（保険証、年金手帳など）

②委任状
番号法の施行に伴い、今年度納税相談より本人以外での申告を行う際に必要になります。
委任状の様式については、広報さがら２月号に掲載しますのでご確認ください。
納税相談時は、委任者の本人確認書類が必要になりますので、代理人は必ず委任状と委任者の本人確
認書類を持参してください。

◆申告をしなくてもよい人
①平成２８年中の所得が給与所得のみで年

末調整を済まされた方
②平成２８年中の収入が公的年金のみで次

のいずれかに当てはまる方
ア　６５歳未満で、
　　年金収入が９８万円以下
イ　６５歳以上で、
　　年金収入が１４８万円以下

③確定申告書を税務署へ提出される方
　ただし、遺族年金障害年金などの非課
税所得のみの方や、上記①②に該当する
方でも、新たに配偶者控除などの扶養控
除、社会保険料控除等の所得控除を受け
られる方は申告が必要です。

※公的年金の収入金額が４００万円以下
で、公的年金以外の所得金額が２０万円
以下の場合は、確定申告の必要はありま
せん。

　　ただし、医療費控除や生命保険料など
の控除により、所得税が還付になる場合
は、確定申告が必要です。

◆申告が必要な人
①給与所得のある方で、給与以外にも所得があっ

た方
②日雇い、アルバイトなどの収入があった場合
③退職し、再就職していない場合
④営業、農業、不動産、配当などの所得があっ

た場合
⑤国民年金の学生免除申請などをする場合
⑥大学生で相良村に住所がある方
⑦平成２８年中に収入がなかった方

◆申告に必要なもの
①印鑑・通帳

所得税の納付または還付には、口座振替また
は口座振り込みの利用をお願いすることにな
りますので必ず持参ください。

②源泉徴収票（給与や年金）
③障害者控除を受ける方は障害者手帳など
④障害者控除対象認定書
⑤事業収入がある方は、収入や必要経費などを

確認できる書類（帳簿など）を持参ください。
⑥社会保険料、生命保険料などの支払証明書
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 晴れている時に、地面がぬれているまたは水が噴き出した。
（原因）：水道管の破損により水もれしていることが考えられます。
（対応）：相良村の指定工事店にご連絡ください。

【問合せ先】相良村役場　建設課　管理係
　　　　　　☎３５－１０３５（直通）

建設課管理係からのおしらせ

メーターボックス
の上には物や車な
どを置かないでく
ださい。

メーターボックス
付近の植木や伸び
た草木は短く刈り
込んでください。

犬はメーターや出
入口から離れた場
所につないでくだ
さい。

メーターボックス
の中は、いつもき
れいに清掃をお願
いします。

◦相良村簡易水道の検針は毎月１日を基準に行います。ただし、天候などの都合により前後する

場合があります。

◦検針は、村から委任した検針員によって行われます。

◦メーターボックスは、検針しやすいように下記の点に注意いただきますようお願いします。

　水道料金は、相良村役場会計室窓口並びに四浦出張所、または収納代理金融機関など（納入通

知書裏面に記載）でお支払いできます。期限内に納付をお願い致します。なお、口座振替をご希

望の方は、各金融機関、郵便局の方で手続きください。

　料金の納付に応じていただけない場合は、強制的に給水を停止する場合もありますので、ご注

意ください。

※水道に関するお問い合わせは、お気軽に建設課管理係までお願いします。

◆水道の検針にご協力を

◆水道料金納付について
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　相良村では、皆様に安心してお使いいただける簡易水道事業を行っています。今回は、村民の
皆様からよくあるお問い合せをご紹介します。

水道の水が塩素（カルキ）臭い。
（原因）：水道の水を安全な飲料水にするため、塩素によって消毒を行っているからです。
（対応）：どうしても塩素のにおいが気になる場合は、水を沸騰させるとにおいはなくなります。

じゃ口から白い水が出る。
（原因）：水道管の中に入った空気が、無数の小さな泡となって水の中に混じったものと考え

られます。
（対応）：透明なコップに水を入れしばらく置き、透明になれば問題ありません。
　　　　色が取れない場合は、管理係へご連絡ください。

家の中の水道管や器具から水が噴き出した。
（対応）：メーターボックス内の止水栓を閉め、相良村の指定工事店に修理をご依頼ください。
　　　　指定工事店につきましては、管理係までお尋ねください。

水を使っていないのにシューシュー音がする。
（原因）：水道管の破損により水もれしていることが考えられます。
（対応）：水道メーターのパイロットの動きを見てください。少しでも回っていれば水もれで

す。相良村の指定工事店に修理をご依頼ください。

水の出が悪い
（原因）：家の中の水道管（鉄管）にサビがたまって管が細くなっていたり、地中や床下の水

道管に穴が開いて水もれしていることが考えられます。
（対応）：すぐに相良村の指定工事店にご相談ください。

じゃ口をしっかり閉めても水がポタポタ落ちる。
（原因）：じゃ口の中にあるパッキンがすり減っていることが考えられます。
（対応）：じゃ口のパッキンを取り替えれば直ります。ご自分で取り替えていただくか、相良

村の指定工事店に修理をご依頼ください。

（パイロット）

（止水栓）

（メーター）

建設課管理係からのおしらせ

安心して水道をお使いいただくために
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人
吉
球
磨
ご
み
分
別
の

ア
プ
リ
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
ご
み
と
資
源
物
の
分
別
促

進
に
よ
る
ご
み
減
量
や
排
出
マ
ナ
ー
の
向

上
を
図
る
た
め
「
人
吉
球
磨
ご
み
分
別
ア

プ
リ
」
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
「
ご
み
収
集
日

程
表
」、
ご
み
分
別
方
法
を
確
認
で
き
る

「
ご
み
分
別
辞
典
」、
ご
み
出
し
忘
れ
防
止

の
た
め
の
「
ア
ラ
ー
ト
機
能
」
な
ど
、日
々

便
利
に
使
え
る
様
々
な
機
能
を
搭
載
し
て

い
ま
す
。
12
月
14
日（
水
）よ
り
無
料
で
配

信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
保
健
係

の保健福
祉

ひろば

１月の小児科在宅当番医

１日㈷ 増田クリニック　小児科
２日㈪ 堤病院附属九日町診療所小児科
３日㈫ 公立多良木病院　小児科
８日㈰ たかはし小児科内科医院
９日㈷ 人吉医療センター　小児科
15日㈰ 増田クリニック　小児科
22日㈰ やまむら医院
29日㈰ たかはし小児科内科医院

２２－３５７０
２２－２２５１
４２－２５６０
２４－２２２２
２２－２１９１
２２－３５７０
４５－０００５
２４－２２２２

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
皆
様
お
そ
ろ
い
で
き
っ
と
楽
し
い
お
正

月
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
と
し
も
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
は
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た

り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

を
見
て
楽
し
み
ま
し
た
。
１
月
は
、
親
子

ゲ
ー
ム
遊
び
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
友
達
を

誘
っ
て
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
! !

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

■日時／１月１８日（水）９：３０より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１３日（金）までお知らせください。

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
２
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
16
日
・
23
日
・
30
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
11
日
・
25
日

○
錦
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
４
日
・
18
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
１
月
分
〉

iphone 用 Android 用

・PlayStore（Android）
・AppStore（iphone）

からダウンロードできます。
（下の QR コードからアクセス可）
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●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

保健福祉のひろば

上四浦
田山　時德

（新任）

十島 
西山　マリ子

（再任）

上園・永江
中村　洋子

（新任）

松馬場
山内　恒子

（新任）

山田　成代
（再任）

新村
有田　緑
（新任）

上川上・上川下
尾方　弘子

（新任）

緒方　裕之
（再任）

平原・永谷
田頭　明子

（再任）

下四浦
村山　幸子

（再任）

松葉
白石　哲夫

（再任）

初神
尾方　美和

（再任）

中央
江嶋　勝磨

（再任）

中四浦
宮田　育男

（新任）

井沢・並木野
磯田　悟
（再任）

朝迫
宮﨑　達子

（新任）

　平成２８年１２月１日付けで全国一斉に民生委員・児童委員が改選され、厚生労働大臣より委嘱状が交付さ
れました。本村においても、１６名（新任７名、再任９名）への委嘱状の交付がありました。
　民生委員 ･ 児童委員は、住民の方の身近な相談相手となり、行政へのパイプ役として活動を行っていますの
でお気軽にご相談ください。

●地区担当委員

●主任児童委員（村内一円）

【問合せ先】福祉係

民生委員・児童委員が改選されました
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国
内
の
野
鳥
及
び
養
鶏
所
で

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
本
病
に
対
す

る
厳
重
な
警
戒
を
お
願
い
し
ま

す
。
予
防
対
策
と
し
て
、
左
記
の

点
の
点
検
・
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
野
鳥
、
ね
ず
み
な
ど
の
野
生
動

物
対
策
と
し
て
、

・
野
鳥
な
ど
の
野
生
動
物
の
侵
入

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
防

鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
の
設
置
と
そ
の

破
損
の
修
繕

・
鶏
小
屋
な
ど
の
壁
面
の
破
損

や
、
屋
根
と
壁
の
隙
間
が
な
い

か
の
確
認

な
ど
、
小
型
の
野
生
動
物
が
鶏

小
屋
な
ど
の
外
部
か
ら
侵
入
し

う
る
経
路
が
な
い
か
、
内
部
及

び
外
部
か
ら
改
め
て
点
検
し
て

く
だ
さ
い
。

十
分
で
な
い
場
合
に
は
修
繕
な

ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
鶏
小
屋
な
ど
に
入
る
場
合
に

は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
、
衣
服
や
靴
の
交
換
や

鶏
小
屋
な
ど
の
周
辺
に
石
灰
の

散
布
や
消
毒
槽
の
設
置
な
ど
の

自
主
防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
鶏
小
屋
な
ど
が

・
池
な
ど
の
野
鳥
生
息
地
の
近
く

に
あ
る
場
合

・
野
生
動
物
の
生
息
し
や
す
い
環

境
に
あ
る
場
合

に
は
、
上
記
対
策
を
定
期
的
に

点
検
・
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
れ
ま
で
以
上
に
念
入
り
に
、

鶏
や
小
鳥
な
ど
の
観
察
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。　
　

ま
た
、
た
く
さ
ん
鳥
が
死
ん
で

い
る
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
鳥

が
増
え
た
な
ど
と
い
っ
た
異
状

を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、
左
記

【
問
合
せ
先
】
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

城
南
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
２
２

−

３
８
１
４

　

相
良
村
役
場
産
業
振
興
課

　

☎
３
５

−

１
０
３
４（
直
通
）

１
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

■
募
集
期
間

　

平
成
28
年
11
月
29
日（
火
）

　

～
平
成
29
年
１
月
30
日（
月
）

■
試
験
日
・
場
所

　

平
成
29
年
２
月
５
日（
日
）

　

健
軍
駐
屯
地

　
（
熊
本
市
東
町
１

−

１

−

１
）

■
受
験
資
格
者

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

２
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　

生
徒（
一
般
）

■
募
集
期
間

平
成
28
年
11
月
１
日（
火
）

～
平
成
29
年
１
月
６
日（
金
）

■
試
験
日
・
場
所

　

平
成
29
年
１
月
21
日（
土
）

　

※
場
所
は
受
付
後
に
案
内

■
応
募
資
格
者

15
歳
以
上
17
歳
未
満
で
中
卒

（
見
込
み
含
む
）の
男
子

【
問
合
せ
先
】

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

人
吉
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
６
６

−

２
２

−

４
７
０
４

香
典
返
し
〈
11
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

渡
邊　

和
夫
（
中　

央
）

森
山
伊
津
美
（
朝　

迫
）

川
邊　

一
子
（
中　

央
）

溝
口　

清
美
（
新　

村
）

生
田　

隆
盛
（
中　

央
）

今
井　

冨
喜
（
中　

央
）

永
嶋　

ノ
エ
（
中
四
浦
）

世帯数　1,656世帯（＋３）
男　　　2,216人　（△４）
女　　　2,442人　（＋３）
計　　　4,658人　（△１）

相
良
村
の
人
口
と
世
帯

（
11
月
末
現
在
）

※（
　
）内
は
、
先
月
末
と
の
差
で
す
。

※
外
国
人
住
民
を
含
め
た
集
計
で
す
。

　

消
防
出
初
式
は
、
毎
年
１
月
５

日
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
消

防
団
員
の
勤
務
状
況
な
ど
を
考
慮

し
て
、
平
成
29
年
か
ら
１
月
の
第

２
日
曜
日
に
変
更
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
と

も
消
防
団
活
動
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

相
良
村
役
場
総
務
課

　

☎
３
５

−

０
２
１
１
（
直
通
）

おしらせ

平
成
29
年
の
出
初
式
は

１
月
８
日（
日
）で
す

鶏
や
小
鳥
な
ど
を

飼
育
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
を
！

自
衛
官
・
陸
自
工
科
生
募
集

募
集
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１月・２月は「はたちの献血」キャンペーン

　献血者が減少しがちな冬期は、輸血用血液が不足し
やすい季節です。
　このため、熊本県では１月～２月の２か月間、成人
式を迎える「はたち」の若者を中心に、広く県民の皆
様に対して献血を呼びかけています。特に若い人たち
で、献血をしたことがない方は、是非ご協力をお願い
します。
　みんなで、献血の輪を広げましょう！４００ｍＬ献
血・成分献血にご協力ください。　

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

●元日 ●振替休日 ●成人式
　（受付12:30～、

開式13:00 ～
　相良村総合体育

館１階研修室
◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20

　ふれあいセンター）
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

8 9 10 11 12 13 14
●消防出初式
　8:00 ～
　総合運動公園

●成人の日 ●110番の日
●村内小中学校
　始業式 
◆７か月児育児学

級（相良会場）
（H28.6生）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

15 16 17 18 19 20 21
●村民駅伝大会
　（開会9:20）

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20

　ふれあいセンター）

◆ちゃちゃクラブ ◆3～4か月児健診
　（山江会場）
　（H28.9.6～

10.5生）
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー●総合体育館休館日

22 23 24 25 26 27 28
◆１歳6か月児
　健診
　（H27.4～6生）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後7時まで

◆こころの健康相
談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

29 30 31

●総合体育館休館日

★１月は国民健康保険税第９期及び村県民税・固定資産税第８
期の納付月です。納め忘れのないよう便利な口座振替のご利
用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月
２５日です。（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

１月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

総合体育館休館  1月3日まで

ご協力をお願いします！

献血推進キャラクター：けんけつちゃん

～　二十歳の君がつなげる命　～



①３年連続で産地賞も受賞。茶農家の努力が認められた。（4 月号）
②德田正臣氏（平原）が３選を果たし、「村民の心輝くワンランク上の村づ

くり」　がスタートした。（5 月号）
③東日本大震災以来の震度７を記録。私たちの暮らしと心に大きな傷を

残した。現在も復旧復興に全力が注がれている。（6 月号）
④相良村の元気な朝を、全国、世界に届けた。（9 月号）
⑤村づくりにおいて「愛」を共通点に持つ２つの村が、海を越えて友好の

一歩を踏み出した。（11月号）
⑥くまもとの宝物コラボグランプリで川上製茶・山村製茶の商品がグラ

ンプリを獲得。他出場者も上位を総なめにした。（12月号）
⑦還暦を迎えた相良村を祝福。村政功労者らに感謝状が贈られた。（12月号）
⑧大物ゲスト細川たかしさんなど、充実した催しに村内外から多くの人

が訪れた。（12 月号）　　　　　　　　　　　　　　※（  ）は掲載月号

8/13　
ラジオ体操
全国生放送
　　　　④

9/27
セント・
ヴァレン
タイン村（仏）
ルッソー村長
来村　　　⑤

10/22 相良村誕生
　　　60 年記念式典
　　　　　　　　⑦

4/14 ～　熊本地震　　③

10/21　
コラボＧＰ
村出場者
上位総なめ
　　　　⑥

10/22・23
第１回さがら
産業文化祭　　⑧

2/16　
岩見晴雄さん

（朝の迫）
茶品評会で
農林水産大臣賞
受賞　　　 ①

4/1　
德田村政
３期目始動
　　　　②

広報カメラが映した村の1年

さがら

提供：熊本県

子
ど
も
さ
ん（
赤
ち
ゃ
ん
）の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
誕

生
日
の
記
念
に
い
か
が
で
す
か
？

イ
チ
バ
ン
ち
ゃ
ん

募
集
中
!!

メッセージ

〈問合せ先〉
総務課35-0211

わがやのイチバン

Vol.438
村
木
/茶

村
花
/福
寿
草

村
鳥
/セ
キ
レ
イ

【
今
月
の
表
紙
】

「将来はお父さんと結婚しようね♥」

お
父
さ
ん

：

恭
士
さ
ん

お
母
さ
ん

：

朱あ
か

音ね

さ
ん

福ふ

く

田だ 

望み

心こ

 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　（
松
馬
場
）

生
年
月
日:

平
成
28
年
8
月
22
日

雨
宮
神
社
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
る
源

平
臼
太
鼓
踊
り
は
、
源
氏
と
平
氏
の
合

戦
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
４
０
０
年
の

長
き
に
渡
り
、
永
江
集
落
の
方
々
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
村
の
宝
物
で
す
。

編
集

・
発

行
／

熊
本

県
球

磨
郡

相
良

村
総

務
課

〒
868-8501 熊

本
県

球
磨

郡
相

良
村

大
字

深
水

2500番
地

1
TEL 0966–35–0211　

  FA
X

 0966–35–0011
E-m

ail  info@
vill.sagara.lg.jp　

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  http://w
w

w
.vill.sagara.lg.jp/

平
成

28年
12月

22日
発

行


